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関関数数のの入入れれ子子ににつついいてて   

関数の入れ子をした場合、常に「内側の関数から計算」します。 

 

もちろん、関数を入れ子にせずに、関数を分けて書くことも出来ます。 

どちらで書くかは、何に使いたいか、何をしたいかによって変わります。自分の使いやすい

やり方を選んでください。

 

  

=WEEKDAY(C6) 

=CHOOSE(C7, “日”, …) 

=CHOOSE(WEEKDAY(C6), “日”, …) 

=CHOOSE(4, “日”, …) 

水 
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ii ff 文文ににつついいてて   

if 文は、一つ目の引数の式を計算して、結果が「正しいか正しくないか」によって、二つ目

の引数の文字か三つ目の引数の文字を返す(画面に表示する)関数です。 

 

この関数は、一つ目の引数が関数やセル参照の時に効果があります。たとえば、下のように

書けば、カレンダーの「今月の日付だけ」を表示することが出来ます。 

 

 

=IF(2*5=10,"正しい","正しくない") 

2×5は 10で、「正しい」ので、”正

しい”が表示される 

=IF(MONTH(C6)=3,C6,””) 

セル「C6」に書かれた日付の「月」の部分が、 

3(月)であればセル「C6」に書かれた日付を表示する。 

そうでなければ、何も表示しない。 


